



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 顯 間数(東 西 ×南北) 備考
1 土佐屋重兵衛居宅 三間半 ×一八間
2 役者雑屋 三間 ×一七間
3 櫓太鼓 一間五寸 ×一間
4 (芝居道) 二間半一尺 ×一三問
5 借屋 一間半 ×七間
6 札売場 一 間 ×(一 間)
7 大木戸 一 問
8 木戸 (半間)
9 半畳部屋 一間 ×二間
10 札取場 一間 ×二間
11 木戸より向桟敷 五間半二尺七分
12 向桟敷 三間 ×一問
13 上手側通道 最大一小間一尺 ・最小半間
14 下手側通道 半間
15 見物場 八 間 ×一 一 間
16 桟敷 一間宛 計二二軒
17 下座 二間半 ×二間半
18 舞台 二間半 ×三間
19 橋掛 二間半 ×三間半
20 下座(舞 台 ・橋掛 の背後) 一間×八間半
21 明地 一間×四間半
22 鏡ノ間 一 間×二間
23 道具入 半 間×三間
24 楽屋 三間四尺三分 ×(九間半)
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
一
〇
三
一
〇
四
三
　
「
鎰
町
芝
居
絵
図
」
に
み
る
享
保
期
鎰
町
芝
居
の
構
造
享
保
期
「鎰
町
芝
居
絵
図
」
に
つ
い
て
先
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
堺
の
二
軒
の
定
芝
居
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
部
構
造
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る
資
料
と
し
て
「鎰
町
芝
居
絵
図
」
「戎
島
芝
居
絵
図
」
な
る
絵
図
の
筆
写
が
堺
市
立
中
央
図
書
館
に
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
「鎰
町
芝
居
絵
図
」
は
、
大
正
一
四
年
(
一
九
二
五
)
二
月
段
階
で
は
、
旧
堺
市
甲
斐
町
東
二
丁
在
住
の
青
木
長
栄
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
大
正
一
四
年
二
月
二
四
日
、
堺
市
史
編
纂
部
は
旧
『堺
市
史
』
編
纂
の
た
め
の
資
料
と
し
て
、
こ
の
絵
図
を
筆
写
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
書
写
さ
れ
た
絵
図
は
市
史
編
纂
終
了
後
、
他
の
編
纂
資
史
料
と
と
も
に
堺
市
立
中
央
図
書
館
に
移
管
さ
れ
、
昭
和
一
五
年
(
一
九
四
〇
)
一
月
二
六
日
に
図
書
館
所
蔵
の
資
料
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
も
と
の
原
本
の
行
方
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
た
め
、
筆
写
と
は
い
え
、
堺
市
立
中
央
図
書
館
の
「鎰
町
芝
居
絵
図
」
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
「
鎰
町
芝
居
絵
図
」
「戎
島
芝
居
絵
図
」
両
絵
図
と
も
に
、
そ
の
作
成
意
図
、
作
成
年
代
な
ど
は
無
記
載
の
た
め
、
判
然
と
は
し
な
い
点
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
藤
田
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「享
保
十
七
年
七
月
改
堺
并
泉
州
手
鑑
案
」
に
芝
居
絵
図
が
添
付
　お
　
し
て
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
芝
居
絵
図
は
、
こ
う
し
た
「手
鑑
案
」
の
添
付
図
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
芝
居
絵
図
は
、
各
部
の
寸
法
が
元
禄
期
の
手
鑑
と
は
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
地
割
の
状
態
が
元
禄
二
年
『
堺
大
絵
図
』
の
描
写
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
舞
台
・
木
戸
の
形
か
ら
判
断
し
て
も
、
享
保
期
か
ら
戎
嶋
芝
居
が
戎
嶋
清
水
町
か
ら
戎
嶋
伏
見
町
に
移
転
す
る
宝
　ぬ
　
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
十
二
月
ま
で
に
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
旧
『堺
市
史
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
堺
市
史
編
纂
部
に
よ
っ
て
筆
耕
史
料
集
『堺
市
史
史
料
』
一
四
五
冊
が
編
ま
れ
て
い
る
が
、
『堺
市
史
史
料
』
風
俗
編
に
ト
レ
ー
ス
さ
れ
た
「鎰
町
芝
居
絵
図
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
書
写
し
た
絵
図
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
ト
レ
ー
ス
に
は
内
部
構
造
の
111I
載
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
で
は
ど
の
よ
う
な
内
部
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
は
判
然
と
は
し
な
い
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
絵
図
よ
り
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
2
(以
下
、
「絵
図
」
と
略
す
る
)
の
構
造
に
つ
い
て
確
認
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
鎰
町
芝
居
の
規
模
と
芝
居
道
「絵
図
」
を
み
る
と
、
当
時
の
鎰
町
芝
居
の
規
模
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鎰
町
芝
居
絵
図
表
口
東
西
拾
間
半
一
小
間
壱
尺
裏
行
南
北
三
拾
四
間
弐
尺
七
分
外
二
土
居
側
二
而
東
西
押
通
南
北
三
間
四
尺
お
　
四
寸
三
分
公
儀
ヨ
リ
御
預
ケ
地
有
右
の
よ
う
に
、
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
の
規
模
を
表
口
東
西
の
間
数
、
裏
行
南
北
の
間
数
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
模
を
み
る
と
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
と
比
較
し
て
裏
行
南
北
が
四
間
あ
ま
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
公
儀
ヨ
リ
御
預
ケ
地
」
の
南
北
三
間
四
尺
四
寸
三
分
を
加
え
る
と
、
合
計
で
三
八
間
五
寸
と
な
る
の
で
、
元
禄
期
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
規
模
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　　
　
先
述
し
た
よ
う
に
、
妙
国
寺
本
『手
鑑
』
に
は
裏
行
南
北
三
八
間
、
そ
の
う
ち
三
問
半
が
預
ヶ
地
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
も
公
儀
預
ヶ
地
を
含
ん
で
い
た
も
の
と
い
え
る
。
先
に
検
討
し
た
が
、
『大
絵
図
』
を
み
る
と
、
鎰
町
芝
居
は
舞
台
町
を
分
断
す
る
鎰
町
の
飛
地
に
あ
り
、
短
冊
状
の
地
割
と
な
っ
て
い
る
三
者
所
有
の
土
地
に
立
地
し
て
い
た
。
元
禄
期
は
芝
居
小
屋
前
方
の
土
地
、
東
西
一
〇
間
二
尺
六
分
・
南
北
一
五
間
の
空
間
に
は
建
築
物
は
建
っ
て
お
ら
ず
、
広
場
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
広
場
の
う
ち
、
そ
の
真
ん
中
に
あ
た
る
東
西
三
間
・
南
北
一
五
間
の
空
間
が
「
此
分
芝
居
道
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
通
っ
て
木
戸
口
に
む
か
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
木
戸
口
は
こ
の
芝
居
道
の
先
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
一
〇
五
図5芝 居道周辺(「鎰町芝居絵図」堺市立中央図書館所蔵)
一
〇
六
と
こ
ろ
が
「絵
図
」
を
み
る
と
【図
5
】
、
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
前
の
広
場
に
か
な
り
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
同
時
に
木
戸
口
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
も
把
握
で
き
る
。
ま
ず
「絵
図
」
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
芝
居
道
が
中
央
か
ら
芝
居
小
屋
に
む
か
っ
て
、
も
っ
と
も
左
の
地
割
に
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
元
禄
期
に
は
芝
居
道
は
一
五
間
あ
っ
た
が
、
享
保
期
は
=
二
間
と
な
っ
て
お
り
、
二
間
短
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
木
戸
口
が
元
禄
期
よ
り
も
二
間
せ
り
出
す
か
た
ち
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
芝
居
道
に
は
東
西
一
問
半
・
南
北
七
間
の
借
家
が
立
地
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
芝
居
道
の
東
西
横
幅
は
最
大
幅
で
四
間
半
一
尺
、
最
小
幅
で
三
間
一
尺
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「絵
図
」
よ
り
、
こ
の
芝
居
道
と
往
来
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
一
間
五
寸
・
一
間
の
櫓
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
に
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
櫓
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
芝
居
小
屋
前
の
広
場
の
存
在
か
ら
往
来
に
面
す
る
と
こ
ろ
に
櫓
が
組
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
「絵
図
」
を
み
る
と
、
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
の
櫓
は
、
芝
居
道
が
往
来
に
面
す
る
と
こ
ろ
に
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
た
め
、
元
禄
期
も
同
様
の
か
た
ち
が
と
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
て
、
こ
の
芝
居
道
の
西
隣
り
に
は
「役
者
雑
屋
」
な
る
家
屋
が
建
っ
て
い
た
。
元
禄
期
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
家
屋
で
あ
る
。
東
西
三
間
.
南
北
一
七
間
と
い
う
規
模
の
こ
の
家
屋
は
、
名
称
か
ら
し
て
芝
居
小
屋
関
係
、
し
か
も
役
者
関
係
の
家
屋
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
「
雑
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
不
明
で
あ
る
。
こ
の
「役
者
雑
屋
」
は
木
戸
口
か
ら
芝
居
小
屋
内
部
に
四
間
も
食
い
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
屋
の
芝
居
小
屋
内
部
へ
の
食
い
込
み
は
「役
者
雑
屋
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
隣
の
「
土
佐
屋
重
兵
衛
居
宅
」
も
同
じ
で
あ
る
。
「
土
佐
屋
重
兵
衛
居
宅
」
は
東
西
三
間
半
一
小
間
.
南
北
一
八
間
も
あ
り
、
実
に
家
屋
後
方
の
五
問
が
鍵
町
芝
居
に
食
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
家
屋
の
食
い
込
み
が
、
わ
ざ
わ
ざ
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「土
佐
屋
重
兵
衛
居
宅
」
の
持
ち
主
、
土
佐
屋
重
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
興
行
機
構
を
整
理
し
た
お
り
に
も
触
　　
　
れ
た
が
、
鎰
町
芝
居
の
地
主
で
あ
り
芝
居
小
屋
主
の
名
前
で
あ
る
。
当
時
の
土
佐
屋
重
兵
衛
が
元
禄
期
の
手
鑑
な
ど
に
出
て
く
る
そ
の
人
か
、
あ
る
い
は
代
替
わ
り
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
土
佐
屋
重
兵
衛
は
鎰
町
芝
居
の
地
主
で
あ
り
、
芝
居
小
屋
主
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
居
宅
が
芝
居
小
屋
内
部
に
大
き
く
食
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
居
宅
が
本
家
茶
屋
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
家
茶
屋
と
は
本
家
と
も
い
い
、
芝
居
小
屋
に
接
続
す
る
か
、
あ
　　
　
る
い
は
近
傍
に
あ
る
芝
居
小
家
主
の
持
家
の
こ
と
で
、
そ
の
多
く
が
茶
屋
を
経
営
し
て
い
た
。
享
保
期
、
鎰
町
芝
居
と
同
様
に
堺
の
定
芝
居
で
あ
っ
た
戎
嶋
芝
居
に
は
、
芝
居
小
屋
主
で
あ
る
土
佐
屋
か
ん
が
営
む
本
家
茶
屋
が
接
　　
　
続
し
て
い
た
。
鎰
町
芝
居
の
場
合
、
そ
の
立
地
環
境
や
構
造
か
ら
、
芝
居
小
屋
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
芝
居
茶
屋
や
そ
れ
に
相
当
す
る
家
屋
を
建
築
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
芝
居
茶
屋
を
建
築
す
る
場
合
は
、
前
方
広
場
の
土
地
に
家
屋
を
建
て
、
そ
の
家
屋
を
芝
居
小
屋
と
接
続
す
る
と
い
う
方
法
し
か
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
鎰
町
芝
居
内
部
に
食
い
込
ん
で
い
る
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
一
〇
七
図6木 戸口まわり(「鎰町芝居絵図」堺市立中央図書館所蔵)
一
〇
八
部
分
は
、
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
「役
者
雑
屋
」
が
芝
居
小
屋
内
部
か
ら
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
は
判
然
と
は
し
な
い
。
2
木
戸
口
ま
わ
り
さ
て
一
三
間
、
す
な
わ
ち
約
二
四
メ
ー
ト
ル
の
芝
居
道
を
通
り
木
戸
口
に
さ
し
か
か
る
と
、
ま
ず
左
に
、
幅
半
間
・
長
さ
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
一
問
ほ
ど
の
「札
売
場
」
が
あ
っ
た
。
前
売
り
券
な
ど
を
持
た
ず
に
見
物
に
訪
れ
た
人
々
は
、
こ
こ
で
木
戸
札
を
購
入
し
て
芝
居
小
屋
に
入
場
し
た
で
あ
ろ
う
【図
6
】。
桟
敷
の
見
物
以
外
は
、
こ
の
木
戸
口
よ
り
芝
居
小
屋
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、
鎰
町
芝
居
正
面
に
は
「大
木
戸
」
「木
戸
」
と
が
あ
っ
た
。
大
木
戸
は
一
間
、
木
戸
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
半
間
ほ
ど
の
幅
で
あ
っ
た
。
当
然
、
大
木
戸
は
入
場
用
、
木
戸
は
追
出
し
用
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
上
方
に
お
い
て
は
延
宝
頃
以
降
、
絵
画
資
料
で
は
木
戸
は
ひ
と
つ
し
か
描
か
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
鎰
町
芝
居
は
貴
重
な
事
例
で
あ
ろ
う
。
大
木
戸
を
は
い
る
と
、
左
手
に
幅
一
間
・
長
さ
二
間
の
「半
畳
部
屋
」
が
あ
っ
た
。
人
溜
で
の
見
物
の
た
め
に
は
、
こ
の
半
畳
部
屋
に
　　
　
お
い
て
半
畳
、
莨
盆
を
借
り
る
必
要
が
あ
っ
た
。
大
坂
表
で
は
お
お
よ
そ
五
文
ほ
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
鎰
町
芝
居
で
の
見
物
に
お
い
て
も
、
同
等
の
値
段
で
半
畳
と
莨
盆
を
借
り
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
「戎
嶋
芝
居
絵
図
」
に
は
茶
見
世
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
鎰
町
芝
居
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
茶
見
世
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
す
る
施
設
は
備
え
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
木
戸
の
隣
に
は
半
畳
部
屋
と
同
規
模
の
「札
取
場
」
が
あ
り
、
興
行
が
終
わ
り
帰
宅
す
る
人
々
は
札
取
場
に
木
戸
札
を
返
し
、
そ
し
て
木
戸
を
く
ぐ
り
帰
宅
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
3
人
溜
・
桟
敷
①
人
溜
元
禄
期
の
手
鑑
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鎰
町
芝
居
、
戎
嶋
芝
居
と
も
に
観
客
席
を
「見
物
場
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
「見
物
場
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
上
方
で
は
人
溜
と
い
わ
れ
る
観
客
席
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
元
禄
期
の
『手
鑑
』
な
ど
か
ら
、
鎰
町
芝
居
の
「見
物
場
」
、
す
な
わ
ち
人
溜
は
東
西
八
間
・
南
北
一
〇
問
で
あ
っ
た
。
「絵
図
」
を
み
る
と
【図
7
】、
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
の
人
溜
は
、
東
西
八
間
・
南
北
一
一
問
で
あ
り
、
東
西
の
間
数
に
変
化
は
な
い
が
、
南
北
に
一
間
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
が
、
舞
台
や
橋
掛
が
幅
の
規
模
を
縮
小
し
て
い
る
た
め
、
人
溜
を
一
間
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
北
に
通
道
が
存
在
す
る
が
、
南
側
は
半
間
、
北
側
は
最
大
幅
で
一
小
間
一
尺
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
寛
延
三
年
(
一
七
五
〇
)
、
同
四
年
(
一
七
五
一
)
の
両
年
、
相
撲
取
玉
井
友
五
郎
ら
が
鎰
町
芝
居
で
相
撲
地
取
を
行
　　
　
な
っ
て
い
る
。
相
撲
地
取
と
は
力
士
が
各
自
の
所
属
す
る
相
撲
部
屋
で
行
な
う
稽
古
の
こ
と
で
あ
る
。
芝
居
小
屋
で
相
撲
の
稽
古
を
す
　お
　
る
と
な
る
と
、
具
体
的
に
ど
こ
で
稽
古
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
稽
古
す
る
場
所
を
考
慮
す
れ
ば
、
人
溜
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
鎰
町
芝
居
の
人
溜
は
、
寛
延
期
に
な
っ
て
も
仕
切
枡
の
枡
席
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
一
〇
九
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一
一
〇②
桟
敷
つ
ぎ
に
桟
敷
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
【
図
7
】。
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
桟
敷
は
一
問
宛
の
二
三
軒
で
あ
っ
た
が
、
「絵
図
」
に
「桟
敷
数
二
拾
二
軒
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
視
覚
的
に
も
、
享
保
期
に
は
桟
敷
は
一
間
宛
二
二
軒
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
元
禄
期
よ
り
も
一
軒
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「絵
図
」
を
み
る
と
、
下
手
側
の
向
桟
敷
に
屈
曲
す
る
桟
敷
が
二
軒
、
反
対
側
の
上
手
側
の
向
桟
敷
に
屈
曲
す
る
桟
敷
は
三
軒
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
「絵
図
」
と
同
時
期
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「戎
嶋
芝
居
絵
図
」
を
み
る
と
、
上
手
下
手
両
側
の
屈
曲
す
る
箇
所
の
桟
敷
は
、
三
軒
つ
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
一
軒
少
な
く
な
っ
た
桟
敷
は
、
下
手
側
の
向
桟
敷
に
屈
曲
す
る
桟
敷
一
軒
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
軒
少
な
く
な
っ
た
理
由
は
定
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
、
本
家
茶
屋
と
考
え
ら
れ
る
、
土
佐
屋
重
兵
衛
居
宅
を
五
間
も
内
部
に
食
い
込
ま
し
た
影
響
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
右
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
鎰
町
芝
居
の
上
手
・
下
手
に
あ
る
桟
敷
は
向
桟
敷
の
方
に
屈
曲
し
、
回
り
込
む
形
を
と
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
U
字
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
視
覚
的
に
は
っ
き
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
桟
敷
も
同
様
に
全
体
的
に
U
字
形
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
桟
敷
の
背
後
に
下
手
側
は
半
間
、
上
手
側
は
最
大
で
一
小
間
一
尺
、
最
小
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
半
間
程
度
の
空
間
が
あ
る
。
こ
の
空
間
は
桟
敷
う
し
ろ
の
通
道
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
手
下
手
両
側
の
桟
敷
と
も
に
、
そ
の
先
頭
が
三
間
ほ
ど
舞
台
か
ら
離
れ
て
い
る
。
上
手
側
に
は
「
道
具
入
」
が
存
在
し
、
下
手
側
に
は
幅
一
間
・
長
さ
四
間
半
の
「
明
地
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
明
地
は
通
道
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
人
溜
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
一
間
半
の
長
さ
が
橋
掛
に
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
も
観
客
席
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
桟
敷
で
注
目
で
き
る
の
は
、
上
手
側
桟
敷
が
向
桟
敷
に
屈
曲
す
る
部
分
で
三
角
形
の
箇
所
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
桟
敷
を
一
軒
減
ら
し
た
た
め
に
生
じ
た
空
間
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
部
分
は
果
た
し
て
、
ど
の
よ
う
な
構
造
・
用
途
　お
　
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
の
と
こ
ろ
判
然
と
は
し
な
い
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で
鎰
町
芝
居
に
は
二
階
席
が
存
在
し
た
の
か
否
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
「絵
図
」
を
み
る
と
、
「木
戸
よ
り
向
桟
敷
迄
五
間
半
二
尺
七
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
「絵
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
視
覚
的
に
も
鎰
町
芝
居
に
向
桟
敷
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
鎰
町
芝
居
は
二
階
建
て
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
南
北
桟
敷
も
二
階
席
が
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
鎰
町
芝
居
の
向
桟
敷
は
「木
戸
よ
り
向
桟
敷
迄
五
間
半
二
尺
七
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
外
囲
い
の
内
側
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
鎰
町
芝
居
の
表
方
の
軒
高
は
、
大
坂
の
芝
居
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
一
二
一
一
二
小
屋
同
様
に
低
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
向
桟
敷
の
存
在
が
は
っ
き
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
拙
稿
で
推
定
し
た
よ
う
に
、
鎰
　タ
町
芝
居
の
観
客
定
員
数
は
二
階
席
合
わ
せ
て
=
○
○
人
強
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
4
舞
台
ま
わ
り
①
舞
台
・
橋
掛
・
下
座
鎰
町
芝
居
の
舞
台
ま
わ
り
は
舞
台
・
橋
掛
・
下
座
の
三
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
【図
8
】
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
舞
台
ま
わ
り
は
、
舞
台
三
間
四
方
・
橋
掛
五
間
長
・
下
座
一
間
で
あ
り
、
計
九
間
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
時
期
の
戎
嶋
芝
居
や
大
坂
の
芝
居
小
屋
が
一
二
、
一
三
間
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
若
干
小
さ
め
で
あ
る
。
た
だ
、
鎰
町
芝
居
の
表
口
が
一
一
間
半
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
妥
当
な
広
さ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
の
舞
台
ま
わ
り
を
「絵
図
」
よ
り
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
舞
台
は
二
間
半
.
三
間
、
橋
掛
二
間
半
四
方
、
下
座
も
二
間
半
四
方
で
あ
っ
た
。
舞
台
の
幅
の
寸
法
は
三
間
か
ら
二
間
半
と
な
っ
て
お
り
、
半
間
縮
ま
っ
て
い
る
。
橋
掛
は
元
禄
期
、
五
間
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
幅
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
二
間
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
橋
掛
も
享
保
期
に
は
二
間
半
.
三
間
半
と
長
さ
が
縮
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
舞
台
や
橋
掛
の
縮
小
は
、
演
出
に
も
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
つ
ぎ
に
下
座
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
享
保
期
の
鎰
町
芝
居
で
は
二
間
半
四
方
に
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
の
広
さ
に
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
舞
台
・
橋
掛
・
下
座
の
間
数
を
合
計
す
る
と
九
間
で
あ
り
、
元
禄
期
と
舞
台
ま
わ
り
の
広
さ
と
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
橋
掛
の
広
さ
を
一
間
半
縮
小
さ
せ
た
の
は
、
そ
の
分
の
長
さ
を
も
っ
て
、
下
座
を
拡
大
す
る
た
め
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
戎
嶋
芝
居
の
下
座
は
三
間
四
方
と
い
う
、
か
な
り
広
い
寸
法
で
あ
っ
た
。
藤
田
氏
に
よ
る
と
絵
画
資
料
な
ど
か
ら
、
貞
享
期
以
　
お
　
降
の
上
方
の
芝
居
小
屋
の
下
座
は
戎
嶋
芝
居
と
そ
の
か
た
ち
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
下
座
は
能
舞
台
と
類
似
し
た
一
間
で
あ
り
、
上
方
の
芝
居
小
屋
の
下
座
と
し
て
は
小
さ
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
橋
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
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掛
の
長
さ
を
短
く
し
、
下
座
を
大
き
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
下
座
で
注
目
で
き
る
の
は
舞
台
、
橋
掛
の
背
後
に
も
別
に
南
北
一
問
・
東
西
八
間
半
の
下
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
下
座
は
お
そ
ら
く
、
舞
台
・
橋
掛
・
前
方
の
下
座
と
は
平
行
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
上
手
・
下
手
側
の
幅
の
寸
法
が
同
一
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
上
手
側
は
少
し
短
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
舞
台
・
橋
掛
の
背
後
に
設
け
ら
れ
た
下
座
は
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
下
座
の
後
ろ
に
楽
屋
が
存
在
す
る
が
、
元
禄
期
の
楽
屋
の
寸
法
は
東
西
九
間
半
・
南
北
四
間
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「絵
図
」
一
一
三
一
一
四
を
み
る
と
三
間
四
尺
三
分
と
な
っ
て
お
り
、
幅
が
約
一
間
ほ
ど
短
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
ほ
ど
の
下
座
を
新
た
に
設
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
後
方
の
下
座
は
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
能
舞
台
の
「後
座
」
の
よ
う
な
役
割
を
も
た
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
藤
田
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
絵
画
資
料
で
あ
る
「難
野
郎
古
た
〉
き
」
の
挿
絵
や
菱
川
師
宣
の
一
連
の
劇
場
図
な
ど
に
は
、
橋
掛
か
ら
下
座
に
か
け
　　
　
て
の
背
後
に
一
問
幅
程
度
の
後
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
場
合
に
応
じ
て
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
鎰
町
芝
居
の
背
後
に
設
け
ら
れ
た
下
座
も
演
出
上
、
必
要
に
応
じ
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
舞
台
の
装
置
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
図
が
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
享
保
末
年
の
役
者
評
判
記
に
は
、
堺
の
興
行
に
出
勤
し
た
京
坂
の
大
芝
居
の
役
者
の
評
が
散
見
す
る
。
そ
の
記
事
の
な
か
に
堺
の
芝
居
小
屋
で
、
山
下
京
　サ
　
四
郎
の
「
夜
し
ば
ゐ
」
が
興
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「夜
し
ば
ゐ
」
興
行
が
鎰
町
芝
居
、
戎
嶋
芝
居
の
ど
ち
ら
で
興
行
さ
れ
た
か
は
判
然
と
は
し
な
い
。
た
だ
今
の
と
こ
ろ
、
三
都
の
出
版
物
に
は
鍵
町
芝
居
し
か
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
鎰
町
芝
居
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
舞
台
装
置
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
指
摘
し
た
が
、
夜
芝
居
は
自
然
光
を
使
用
で
き
な
い
の
で
、
必
然
的
に
照
明
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
堺
の
芝
居
小
屋
の
舞
台
装
置
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
「絵
図
」
よ
り
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
京
坂
同
様
、
上
か
ら
照
ら
す
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
、
下
か
ら
照
　　
　
ら
す
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
二
種
を
蠣
燭
や
提
灯
な
ど
を
組
み
合
わ
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
②
楽
屋
ま
わ
り
元
禄
期
の
鎰
町
芝
居
の
楽
屋
に
つ
い
て
は
、
「道
法
り
」
の
よ
う
に
幅
東
西
九
間
半
・
長
さ
南
北
一
〇
間
と
記
す
史
料
と
、
妙
国
寺
　み
　
本
手
鑑
(元
禄
一
七
年
刊
)
の
よ
う
に
、
幅
東
西
九
間
半
・
長
さ
南
北
四
間
と
す
る
史
料
と
が
あ
る
。
両
者
に
は
幅
東
西
の
間
数
で
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
舞
台
や
橋
掛
な
ど
、
そ
の
他
の
施
設
に
関
し
て
は
同
様
の
寸
法
で
あ
る
。
鎰
町
芝
居
の
規
模
か
ら
す
る
と
楽
屋
の
幅
は
四
間
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
元
禄
期
、
幅
東
西
九
間
半
.
長
さ
南
北
四
間
の
長
さ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
楽
屋
は
、
か
な
り
の
広
さ
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
が
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
享
保
期
に
は
舞
台
・
橋
掛
背
後
に
下
座
を
新
た
に
設
け
る
た
め
に
幅
を
お
よ
そ
一
問
ほ
ど
縮
め
、
約
三
問
四
尺
三
分
と
な
っ
て
い
る
。
長
さ
に
つ
い
て
は
、
「絵
図
」
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
上
手
側
の
通
道
と
推
定
さ
れ
る
空
間
と
の
境
界
が
は
っ
き
り
と
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
ま
で
が
楽
屋
で
あ
っ
た
の
か
判
然
と
は
し
な
い
。
た
だ
表
口
と
の
関
係
か
ら
そ
う
変
化
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
元
禄
期
の
九
間
半
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
多
少
短
く
な
る
程
度
の
長
さ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
楽
屋
は
元
禄
期
以
来
、
公
儀
預
ヶ
地
部
分
に
位
置
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
て
「絵
図
」
を
み
る
と
、
下
手
側
を
み
る
と
幅
一
間
・
長
さ
二
間
の
「鏡
ノ
間
」
が
あ
り
、
役
者
た
ち
は
こ
の
部
屋
か
ら
橋
掛
に
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
能
舞
台
と
類
似
し
た
要
素
が
残
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
上
手
側
の
下
座
横
に
は
幅
半
間
.
長
さ
三
問
の
「道
旦
ハ入
」
が
存
在
し
た
。
ど
の
よ
う
な
「道
具
入
」
れ
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
幕
内
に
所
属
す
る
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
改
築
が
い
つ
の
段
階
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
史
料
的
に
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
先
述
し
た
よ
う
に
「鎰
町
芝
居
絵
図
」
「戎
嶋
芝
居
絵
図
」
は
、
享
保
期
か
ら
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
十
二
月
ま
で
に
描
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
鎰
町
芝
居
の
改
築
は
、
こ
の
期
問
に
な
さ
れ
た
も
の
と
推
考
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
改
築
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
改
築
に
よ
る
芝
居
上
演
の
充
実
や
観
客
動
員
の
増
加
な
ど
が
理
由
と
し
て
念
頭
に
浮
か
ぶ
が
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
=
五
=
六
ま
と
め
と
し
て
以
上
、
堺
南
郷
に
立
地
し
た
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
、
元
禄
期
の
史
料
、
そ
し
て
享
保
期
の
「絵
図
」
を
用
い
て
、
そ
の
規
模
と
内
部
構
造
に
つ
い
て
整
理
・
検
討
し
た
。
そ
の
内
部
構
造
は
当
時
の
上
方
の
芝
居
小
屋
と
同
等
の
規
模
で
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
「絵
図
」
か
ら
内
部
構
造
に
つ
い
て
具
体
的
、
視
覚
的
に
整
理
を
行
っ
た
。
鎰
町
芝
居
は
享
保
期
に
そ
の
内
部
構
造
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
変
化
は
改
築
と
い
え
る
が
、
木
戸
口
の
移
動
、
土
佐
屋
重
兵
衛
居
宅
や
役
者
雑
屋
の
存
在
、
下
座
の
格
調
と
そ
れ
に
と
も
な
う
舞
台
.
橋
掛
の
規
模
縮
小
、
舞
台
・
橋
掛
の
背
後
へ
下
座
の
新
設
と
そ
れ
に
関
連
す
る
楽
屋
の
幅
の
縮
小
な
ど
で
あ
る
。
舞
台
ま
わ
り
の
寸
法
の
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
鎰
町
芝
居
で
上
演
さ
れ
て
い
た
芝
居
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鎰
町
芝
居
は
、
近
世
の
芝
居
小
屋
と
し
て
は
一
般
的
な
景
観
は
し
て
お
ら
ず
、
特
異
な
か
た
ち
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
部
構
造
は
当
時
の
上
方
の
芝
居
小
屋
と
同
等
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
上
方
の
芝
居
小
屋
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
と
考
え
る
。
註(1
)
後
藤
慶
二
『
日
本
劇
場
史
』
(岩
波
書
店
、
一
九
二
四
)
、
竹
内
芳
太
郎
『
日
本
劇
場
図
史
』
(壬
生
書
院
、
一
九
三
五
)
、
図
師
嘉
彦
『
日
本
の
劇
場
回
顧
』
(相
模
書
房
、
一
九
四
七
)
、
須
田
敦
夫
『
日
本
劇
場
史
の
研
究
』
(相
模
書
房
、
一
九
三
七
)
な
ど
。
ま
た
農
村
歌
舞
伎
の
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
研
究
の
端
緒
を
つ
け
た
の
は
、
松
崎
茂
氏
の
農
村
舞
台
に
対
す
る
建
築
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
の
芝
居
小
屋
に
関
し
て
は
、
竹
下
喜
久
男
「付
一
宮
境
内
芝
居
小
屋
平
面
図
」
(
『近
世
地
方
芸
能
興
行
の
研
究
』
清
文
堂
、
一
九
九
七
)
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
2
)
服
部
幸
雄
『大
い
な
る
小
屋
』
(平
凡
社
、
一
九
八
六
。
の
ち
に
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
四
に
所
収
)
。
(
3
)
守
屋
毅
「
元
禄
期
の
「
芝
居
小
屋
」
L
(
『
歌
舞
伎
ー
研
究
と
批
評
』
4
号
、
一
九
八
九
、
の
ち
に
『
近
世
芸
能
文
化
史
の
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
九
二
)
。
(4
)
一
方
、
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
に
つ
い
て
は
、
大
著
『
人
形
浄
瑠
璃
舞
台
史
の
研
究
』
(
八
木
書
店
、
一
九
九
一
)
に
よ
っ
て
網
羅
的
か
つ
精
微
な
実
証
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
5
)
土
田
衛
「
上
方
の
元
禄
歌
舞
伎
」
(
『上
方
歌
舞
伎
集
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
)
。
(6
)
藤
田
実
「
元
禄
期
上
方
歌
舞
伎
の
芝
居
小
屋
」
(
『
芸
能
史
研
究
』
一
二
九
号
、
一
九
九
五
年
)
。
(7
)
拙
稿
「
興
行
地
」
堺
と
芝
居
小
屋
(『
鷹
陵
史
学
』
二
五
号
、
一
九
九
九
)
。
(8
)
同
右
。
(9
)
「
今
昔
操
年
代
記
」
(日
本
演
劇
文
献
研
究
会
編
『浄
瑠
璃
研
究
文
献
集
成
』
、
北
光
書
房
、
一
九
四
四
年
)
三
四
～
三
五
頁
。
(10
)
(
『歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
H
期
第
十
巻
、
(歌
舞
伎
評
判
記
研
究
会
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
)
五
八
五
頁
。
(1
)
『
堺
市
史
史
料
』
写
真
編
。
ま
た
『堺
市
史
』
第
三
巻
、
七
〇
七
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
12
)
前
掲
注
(
7
)
。
(
13
)
同
右
。
(
14
)
「
文
化
十
年
堺
手
鑑
」
(
『
堺
市
史
』
第
五
巻
資
料
編
二
、
堺
市
役
所
、
一
九
三
一
)
一
五
〇
頁
。
(
15
)
大
寺
芝
居
に
つ
い
て
は
前
掲
注
(
7
)
、
拙
稿
参
照
。
(
16
)
『
元
禄
二
己
巳
歳
堺
大
絵
図
』
(前
田
書
店
、
一
九
七
七
年
)
、
「
堺
御
手
鑑
諸
方
道
法
り
」
(
『堺
市
史
史
料
』
一
六
堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
)
(
17
)
「
元
禄
十
七
年
堺
「手
鑑
」
L
(
『
堺
市
史
史
料
』
十
幕
政
八
堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
)
。
(
18
)
朝
尾
直
弘
「
元
禄
二
年
堺
大
絵
図
を
読
む
」
(『
都
市
と
近
世
社
近
世
中
期
堺
の
鎰
町
芝
居
に
つ
い
て
会
を
考
え
る
1
信
長
・
秀
吉
か
ら
綱
吉
の
時
代
ま
で
i
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
)
二
一
三
～
二
一
七
頁
。
(19
)
前
掲
注
(
16
)
。
(20
)
現
在
、
『
堺
大
絵
図
』
は
前
田
本
と
堺
市
本
の
二
本
が
現
存
し
て
い
る
。
前
田
本
は
前
田
書
店
、
堺
市
本
は
堺
市
立
中
央
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
し
て
い
る
。
二
本
と
も
由
緒
な
ど
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
堺
市
本
は
、
昭
和
五
年
(
一
九
三
五
)
に
刊
行
さ
れ
た
『堺
市
史
』
第
三
巻
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
田
本
に
つ
い
て
は
、
前
田
書
店
が
こ
れ
を
底
本
と
し
て
前
田
本
『
堺
大
絵
図
』
を
刊
行
し
、
そ
れ
を
う
け
、
朝
尾
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
(
21
)
前
掲
注
(
18
)
、
朝
尾
氏
論
考
同
頁
。
(
2
)
『
堺
市
史
史
料
』
風
俗
(堺
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
)
(
23
)
前
掲
注
(
6
)
、
藤
田
氏
論
考
。
(
24
)
同
右
お
よ
び
前
掲
注
(7
)
拙
稿
。
(
25
)
堺
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。
(
26
)
前
掲
注
(
17
)
。
(
27
)
前
掲
注
(
7
)
、
拙
稿
。
(
28
)
同
右
。
(
29
)
前
掲
注
(
2
)
「
戎
嶋
芝
居
絵
図
」
お
よ
び
同
右
、
拙
稿
。
(
30
)
拙
稿
「
「
興
行
地
」
堺
と
観
客
L
(『
芸
能
史
研
究
』
一
五
七
号
、
二
〇
〇
二
年
)
。
(
31
)
『
続
堺
市
史
』
五
九
四
～
五
九
六
ペ
ー
ジ
。
(
32
)
前
掲
注
(
7
)
、
拙
稿
。
(
3
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
荻
田
清
氏
に
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
(
34
)
前
掲
注
(
7
)
、
拙
稿
。
(
35
)
前
掲
注
(
6
)
、
藤
田
氏
論
考
。
=
七
=
八
(
36
)
同
右
。
(
37
)
享
保
十
九
年
(
一
七
三
四
)
正
月
刊
「役
者
三
津
物
」
大
坂
巻
(歌
舞
伎
評
判
記
研
究
会
編
『歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
-
期
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
)
五
三
七
頁
。
(38
)
前
掲
注
(
5
)
、
土
田
氏
論
考
四
九
一
～
四
九
三
頁
。
(39
)
前
掲
注
(
17
)
。
